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令和５年８月 

福島県 企画調整部 統計課 



 

御利用にあたって  
 

１ 市町村民経済計算は、県内市町村の経済活動を生産・分配の２つの側面からとらえ、県内市町村の経済の

規模、成長率、構造、所得水準などを明らかにするものです。 

  市町村民経済計算は、県民経済計算の値を、統計指標等で各市町村に按分して推計しています。なお、 

福島第一原子力発電所事故に係る避難指示区域については、一部統計指標を調整して推計しています。 

 

２ 今回の推計にあたっては、最新の統計資料の利用、推計方法の改善等により、過去の推計値を平成２３年度

まで遡及して改定していますので、令和元年度以前の数値を御利用になる場合も本資料の数値を利用される

ようお願いします。 

なお、過去に公表した平成２２年度以前の計数は、基準が異なるため本報告書の計数とは接続しませんの

で御注意ください。 

 

３ １人当たり市町村民所得は、企業の利益なども含めた市町村民経済全体の所得水準を表しています。個人 

の給与や実収入の平均値ではありません。また、分子である市町村民所得の増減と分母である人口の増減に

より変動するので、増減の要因にはご注意ください。なお、市町村別人口は県統計課「福島県の推計人口」を

採用しており、値が「－」とされている市町村については、１人当たり市町村民所得についても「－」表章となりま

す。 

  

４ 県民経済計算で推計している支出系列は、分割指標の制約により、市町村民経済計算では推計していませ

ん。また、県民経済計算で推計している実質値は、デフレーターの制約により、市町村民経済計算では推計し

ていません。あらかじめ御了承ください。 

 

５ 統計表の記号の用法は、次のとおりです。 

「△」 ：負数    

「０」又は「０.０」 ：皆無又は表章単位未満    

「－」 ：該当なし、又は上記３なお書きによるもの 

 

６ 統計表の数値は単位未満を四捨五入しているため、総数と内訳の和が一致しない場合があります。 

 

７ 統計表の対前年度増加率は、単位未満を四捨五入する前の数値から次により算出しています。 

  マイナスからプラスに転じた場合及びマイナス幅が縮小した場合は、プラスで表示されます。 

 

 

 

８ 寄与度の単位「パーセントポイント」は、本年報では「％」で表示しています。 

 

９ 本資料の詳細につきましては、「令和２（2020）年度 福島県市町村民経済計算年報」を御覧ください。 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/11045b/17020.html 

また、福島県統計課ホームページ「ふくしま統計情報 Box」でも御覧になれます。 

   ふくしま統計情報 Box  （「福島県」トップページ→「福島県の情報」） 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/johobox/ 

 

10 本資料に関するお問い合わせは、下記宛てにお願いします。 

 〒９６０－８６７０ 福島市杉妻町２－１６ 本庁舎５階 

 福島県 企画調整部 統計課 県民経済計算担当 

 電話 ０２４－５２１－７１４８（直通） 内線２４３２ 

 専用電子メール shotoku@pref.fukushima.lg.jp 

Ｘ1 Ｘ1：当該年度の計数

Ｘ0 Ｘ0：前年度の計数
対前年度増加率＝ －１ ×（Ｘ0の符号）×100（％）

http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/11045b/17020.html
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/johobox/
mailto:shotoku@pref.fukushima.lg.jp


御利用にあたって 

 

 
 
 （参考）市町村民経済計算における地域区分（福島県内７地域、５９市町村） 

 

中通り 

・県北地域 福島市、二本松市、伊達市、本宮市、桑折町、国見町、川俣町、大玉村 

・県中地域 郡山市、須賀川市、田村市、鏡石町、天栄村、石川町、玉川村、平田村、浅川町、 

古殿町、三春町、小野町 

・県南地域 白河市、西郷村、泉崎村、中島村、矢吹町、棚倉町、矢祭町、塙町、鮫川村 

会津 

・会津地域 会津若松市、喜多方市、北塩原村、西会津町、磐梯町、猪苗代町、会津坂下町、 

湯川村、柳津町、三島町、金山町、昭和村、会津美里町 

・南会津地域 下郷町、檜枝岐村、只見町、南会津町 

浜通り 

・相双地域 相馬市、南相馬市、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、 

葛尾村、新地町、飯舘村 

・いわき地域 いわき市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－お願い－ 

   本資料から抜粋、又は新たに資料を作成して利用する場合は、福島県統計課「令和２（2020）年度 

福島県市町村民経済計算の概要」から抜粋（又は作成）した旨を明記してください。 

（猪苗代湖） 
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市町村民経済計算とは 

産出額   －   中間投入 

 

 

－ 

 

出荷額・売上高など    原材料・光熱費など 

 

市町村民経済計算は、県内市町村の経済活動により１年間に生み出された付加価値を、生産・分配の二

つの側面から計量把握するための統計で、県内市町村の経済活動を包括的に記録しています。 

生産：労働、資本（土地や機械設備などの実物資産や現金などの金融資産）、原材料といった生産要

素を組み合わせて商品やサービスが生産されます。商品やサービスの産出額から中間投入（原

材料や部品代など）を差し引いたものが､新たに生み出された付加価値（市町村内総生産）です。 

分配：付加価値は労働者や企業に賃金や利潤として分配されます。 

 

 

生産 市町村内総生産        

 

 

 

 

分配 市町村民所得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町村民雇用者報酬  ＋  財産所得  ＋  企業所得 

 

 

 

 

給与・退職金など       利子や賃貸料      営業利益など 

などの財産収入 

市町村民経済計算で分かること 市町村民経済計算の利用方法 

○市町村経済の規模・名目経済成長率 ○市町村経済活動の評価・分析 

○産業の構造 ○経済構造の分析 

（各産業の構成比、成長率等） ○経済計画の策定 

○所得の構造 （市町村の総合計画等） 

（所得水準、分配状況） ○県・県内他市町村との比較 

 ○諸政策の評価・分析 

 （予算編成資料、企業誘致等） 
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概要 
 

 

 

【県経済の概況】 

令 和 ２年 度 の本 県 経 済 は、建 設 業 が増 加 した一 方 、新 型 コロナウイルス感 染 症 の影 響 による

経 済 活 動 の停 滞 等 により、宿 泊 ・飲 食 サービス業 や製 造 業 が減 少 となったため、県 内 総 生 産 は

名目で７兆８,２８６億円、実質で７兆６,８９５億円となった。経済成長率は名目で△１.０％、実質で

△２.１％と、ともに３年連続のマイナスとなった。 

 

【市町村民経済計算の概況】 

令和２年度の市町村内総生産を地域別にみると、県中地域が２兆２１５億円（県計に対する構成

比２５.８％）で最も大きく、次いで、県北地域が１兆８,３３０億円（同２３.４％）となっている。 

次に、経済成長率（市町村内総生産の対前年度増加率）をみると、県南地域及び南会津地域

はプラスとなったが、県北地域、県中地域、会津地域、相双地域及びいわき地域はマイナスとなっ

た。各地域の経済成長率と経済成長率に影響を与えた主な業種は次のとおり（図１）。 

 

・県南地域（２.９％） … （増加）製造業 

・南会津地域（２.７％）  … （増加）電気・ガス・水道・廃棄物処理業 

･県北地域（△０.１％）、県中地域（△０.０％）、 

･会津地域（△３.６％）、いわき地域（△１.６％） 

… （減少）宿泊・飲食サービス業 

・相双地域（△４.７％） … （減少）製造業 

○地域別市町村内総生産

県北地域 18,345 億円 18,330 億円 △ 0.1 ％ 23.4 ％
県中地域 20,223 億円 20,215 億円 △ 0.0 ％ 25.8 ％
県南地域 7,238 億円 7,451 億円 2.9 ％ 9.5 ％
会津地域 8,522 億円 8,212 億円 △ 3.6 ％ 10.5 ％
南会津地域 1,008 億円 1,035 億円 2.7 ％ 1.3 ％
相双地域 10,214 億円 9,737 億円 △ 4.7 ％ 12.4 ％
いわき地域 13,527 億円 13,306 億円 △ 1.6 ％ 17.0 ％
県計 79,078 億円 78,286 億円 △ 1.0 ％ 100.0 ％

○地域別１人当たり市町村民所得

県北地域 2,826 千円 2,768 千円 △ 2.0 ％ 97.7
県中地域 2,869 千円 2,802 千円 △ 2.3 ％ 98.9
県南地域 3,066 千円 2,914 千円 △ 5.0 ％ 102.9
会津地域 2,574 千円 2,520 千円 △ 2.1 ％ 89.0
南会津地域 2,490 千円 2,451 千円 △ 1.5 ％ 86.5
相双地域 4,888 千円 3,891 千円 △ 20.4 ％ 137.4
いわき地域 2,830 千円 2,803 千円 △ 1.0 ％ 98.9
市町村平均 2,933 千円 2,833 千円 △ 3.4 ％ 100.0

市町村平均比
（市町村平均=100）元年度 2年度

                  ～　令和２(2020)年度の市町村民経済計算　～　　　　　　　　　　　　

対前年度増加率
(経済成長率）

県計に対する
構成比元年度 2年度

市町村内総生産

１人当たり市町村民所得
対前年度増加率
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概要 

 

図１ 地域 別の経済 成長 率・経済 活動 別寄 与度  

 
 

  

県北

地域

県中

地域

県南

地域

会津

地域

南会津

地域

相双

地域

いわき

地域

第１次産業（農林水産業） △0.0 △0.1 △0.1 △0.1 △0.1 0.0 0.0

製造業 △1.0 △0.4 2.8 △2.0 2.5 △6.1 △0.0

第２次産業（建設業、鉱業） 2.2 1.4 1.2 0.9 0.7 2.2 △0.6

電気・ガス・水道・

廃棄物処理業
△0.0 0.0 0.0 △0.0 3.1 △0.9 0.1

宿泊・飲食サービス業 △1.0 △1.0 △0.8 △2.0 △3.2 △0.5 △1.2

第３次産業（その他） △0.2 △0.0 △0.2 △0.4 △0.4 0.5 △0.0

経済成長率 △0.1 △0.0 2.9 △3.6 2.7 △4.7 △1.6

△0.1
△0.0

2.9

△3.6

2.7

△4.7

△1.6

△ 10.0

△ 8.0

△ 6.0

△ 4.0

△ 2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0
（％）
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概要 

１ 市町村内総生産（名目） 

 

市町村内総生産の合計（県内総生産）に対する地域別の構成比をみると、県北地域（２３.４％）、

県中地域（２５.８％）が大きく、２地域で県全体の約半分を占めている（図２）。 

市町村別にみると、最も経済規模が大きいのは郡山市で、市内総生産は１兆３,４６３億円となっ

ており、次いで、いわき市が１兆３,３０６億円、福島市が１兆１,１３６億円となっている（表１）。 

また、各地域の経済活動別構成比をみると、県 南地域では製造業の構 成比が、相双地域では

第２次産業（建設業、鉱業）と電気・ガス・水道・廃棄物処理業の構成比が特に大きい（図３）。 

 

 
図２ 県計に対する地域 別市 町村 内総 生産 の構 成比   表１ 市町 村内 総生 産が上 位の市 町村  

 
 

図３ 地域 別市 町村 内 総生 産の経 済活 動 別構 成比  

 

市町村内総生産

（100万円)

1 郡山市 1,346,259 17.2 17.2

2 いわき市 1,330,603 17.0 34.2

3 福島市 1,113,617 14.2 48.4

4 会津若松市 418,899 5.4 53.8

5 白河市 338,107 4.3 58.1

県計に対する
構成比(%)

累積
構成比(%)

県北地域

23.4%

県中地域

25.8%

県南地域

9.5%

会津地域

10.5%

南会津地域

1.3%

相双地域

12.4%

いわき地域

17.0%

県北

地域

県中

地域

県南

地域

会津

地域

南会津

地域

相双

地域

いわき

地域
県計

第１次産業 1.5 1.4 2.2 2.8 3.3 0.6 0.8 1.5

製造業 22.8 20.0 48.3 15.8 11.7 13.9 24.5 22.8

第２次産業（建設業、鉱業） 7.4 7.6 5.5 7.4 13.9 32.3 7.6 10.5

電気・ガス・水道・

廃棄物処理業
3.5 3.3 2.3 6.8 12.1 18.4 5.2 5.9

第３次産業（その他） 64.7 67.5 41.5 66.9 58.7 34.6 61.6 59.1

ダミー △100.0 △100.0 △100.0 △100.0 △100.0 △100.0 △100.0 △100.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
（％）

※輸入品に課される税・関税等を除くため、構成比の合計は100%にならない。
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概要 

２ 市町村民所得 

 

市町村民所得は、市町村民雇用者報酬、財産所得、企業所得からなる。 

各地域の市町村民所得の項目別構成比について市町村平均と比較すると､県北地域、県中地

域及びいわき地域では市町村民雇用者報酬の構成比が大きい（図４）。 

また、１人当たり市町村民所得について、最も大きいのは相双地域の３,８９１千円となっており、次

いで、県南地域が２,９１４千円、いわき地域が２,８０３千円となっている。 
 

  注：市町村民雇用者報酬：給与・退職金など、財産所得：利子・賃貸料など、企業所得：経常利益など 

  注 ：１人 当 たり市 町 村 民 所 得は、市 町 村 民 所 得 をその地 域 (市 町 村)の総 人 口で割 ったもので、個 人 の所 得水

準を表したものではなく、各地域(市町村)全体の所得水準を表した指標である。 

 

 

図４ 地域 別市 町村 民 所得 の項目 別構 成 比  

 
 

 

（参考） 
   県民 経済計算 では、旧 基 準の推計対象期 間となる平成１８年度～平成２２年度の計数について、統 計利用者のニーズを

踏 まえ、長 期 時 系 列 接 続 表 を作 成 ・公 表 しています。平 成 ２２年度 の計 数 について、市 町 村 民 経 済 計 算 においても参 考 推

計 した結 果は、以 下のとおりです。なお、現 行 基準 と接 続するよう可 能 な限 り整 合 を図 っていますが、一 部資 料 制 約等により

単純比較できない計 数もあるため、あくまで参考である点にご留 意ください。 

 

 

22.3 22.2
27.5 24.1

30.1 27.6 23.2 23.6

6.6 6.5
5.8

6.4

5.6 5.8
6.8 6.4

71.1 71.2 66.7 69.5
64.3 66.6 70.0 69.9

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

県北

地域

県中

地域

県南

地域

会津

地域

南会津

地域

相双

地域

いわき

地域

市町村

平均

（％）

市町村民

雇用者報酬

財産所得

企業所得

○地域別市町村内総生産 ○地域別１人当たり市町村民所得

県北地域 17,343 億円 18,330 億円 105.7 県北地域 2,538 千円 2,768 千円 109.1
県中地域 19,403 億円 20,215 億円 104.2 県中地域 2,492 千円 2,802 千円 112.4
県南地域 5,955 億円 7,451 億円 125.1 県南地域 2,479 千円 2,914 千円 117.6
会津地域 8,003 億円 8,212 億円 102.6 会津地域 2,193 千円 2,520 千円 114.9
南会津地域 901 億円 1,035 億円 115.0 南会津地域 1,948 千円 2,451 千円 125.8
相双地域 9,246 億円 9,737 億円 105.3 相双地域 2,552 千円 3,891 千円 152.4
いわき地域 11,835 億円 13,306 億円 112.4 いわき地域 2,485 千円 2,803 千円 112.8
県計 72,684 億円 78,286 億円 107.7 市町村平均 2,460 千円 2,833 千円 115.1

平成22年度対比
（H22=100)

市町村内総生産 １人当たり市町村民所得

平成22年度 令和2年度

平成22年度対比
（H22=100)平成22年度 令和2年度
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統計表 
 

統計表１ 市町村内総生産 

 

 

 

 

1,834,523 1,832,964 △ 0.1 23.4 26,787 552,380 1,249,563 4,234
1 福島市 1,134,264 1,113,617 △ 1.8 14.2 8,619 222,381 880,045 2,572
2 二本松市 179,559 173,540 △ 3.4 2.2 3,917 65,919 103,303 401
3 伊達市 165,350 186,267 12.7 2.4 7,235 67,500 111,101 430
4 本宮市 201,555 210,765 4.6 2.7 1,181 135,773 73,325 487
5 桑折町 58,698 53,920 △ 8.1 0.7 1,643 29,825 22,328 125
6 国見町 27,134 30,149 11.1 0.4 1,729 11,132 17,219 70
7 川俣町 46,888 45,135 △ 3.7 0.6 1,115 16,159 27,757 104
8 大玉村 21,075 19,571 △ 7.1 0.2 1,348 3,693 14,485 45

2,022,296 2,021,468 △ 0.0 25.8 27,503 558,068 1,431,229 4,669
9 郡山市 1,344,607 1,346,259 0.1 17.2 9,234 301,324 1,032,592 3,110
10 須賀川市 264,962 269,305 1.6 3.4 6,215 87,081 175,387 622
11 田村市 130,994 132,693 1.3 1.7 3,506 64,183 64,698 306
12 鏡石町 49,182 52,679 7.1 0.7 801 29,379 22,378 122
13 天栄村 19,723 20,356 3.2 0.3 890 8,781 10,639 47
14 石川町 50,200 46,073 △ 8.2 0.6 1,697 12,501 31,768 106
15 玉川村 27,423 24,686 △ 10.0 0.3 870 9,714 14,044 57
16 平田村 17,953 18,176 1.2 0.2 986 6,375 10,773 42
17 浅川町 19,578 16,927 △ 13.5 0.2 802 6,894 9,191 39
18 古殿町 15,620 15,613 △ 0.0 0.2 600 6,059 8,918 36
19 三春町 53,007 52,149 △ 1.6 0.7 804 18,947 32,277 120
20 小野町 29,049 26,553 △ 8.6 0.3 1,098 6,831 18,562 61

723,849 745,148 2.9 9.5 16,053 400,771 326,604 1,721
21 白河市 322,550 338,107 4.8 4.3 4,040 180,336 152,950 781
22 西郷村 121,738 118,746 △ 2.5 1.5 2,681 71,499 44,292 274
23 泉崎村 43,534 48,189 10.7 0.6 1,411 33,407 13,260 111
24 中島村 18,137 23,474 29.4 0.3 1,007 15,074 7,339 54
25 矢吹町 74,557 76,725 2.9 1.0 3,079 31,008 42,461 177
26 棚倉町 58,960 56,295 △ 4.5 0.7 1,167 23,801 31,197 130
27 矢祭町 43,036 41,337 △ 3.9 0.5 628 32,187 8,426 95
28 塙町 33,165 33,046 △ 0.4 0.4 1,402 9,909 21,658 76
29 鮫川村 8,172 9,230 13.0 0.1 638 3,550 5,021 21

852,216 821,154 △ 3.6 10.5 23,157 191,143 604,956 1,897
30 会津若松市 446,319 418,899 △ 6.1 5.4 4,743 75,485 337,704 968
31 喜多方市 142,523 143,906 1.0 1.8 5,544 41,178 96,851 332
32 北塩原村 10,424 8,384 △ 19.6 0.1 284 1,345 6,736 19
33 西会津町 21,418 21,811 1.8 0.3 885 5,974 14,901 50
34 磐梯町 31,427 30,948 △ 1.5 0.4 822 22,155 7,899 71
35 猪苗代町 46,059 42,249 △ 8.3 0.5 2,212 5,881 34,058 98
36 会津坂下町 50,809 50,384 △ 0.8 0.6 2,762 10,377 37,128 116
37 湯川村 11,422 10,749 △ 5.9 0.1 744 3,618 6,362 25
38 柳津町 14,041 15,679 11.7 0.2 850 5,092 9,701 36
39 三島町 7,903 7,909 0.1 0.1 137 1,002 6,751 18
40 金山町 18,661 18,324 △ 1.8 0.2 320 5,619 12,343 42
41 昭和村 3,578 4,077 13.9 0.1 305 1,280 2,483 9
42 会津美里町 47,632 47,836 0.4 0.6 3,550 12,137 32,038 110

100,826 103,548 2.7 1.3 3,429 26,559 73,321 239
43 下郷町 18,539 19,457 5.0 0.2 1,064 6,556 11,791 45
44 檜枝岐村 5,645 6,113 8.3 0.1 29 738 5,332 14
45 只見町 19,645 19,727 0.4 0.3 489 5,065 14,127 46
46 南会津町 56,997 58,251 2.2 0.7 1,847 14,200 42,070 135

1,021,409 973,692 △ 4.7 12.4 6,029 449,840 515,574 2,249
47 相馬市 249,113 195,007 △ 21.7 2.5 1,984 99,187 93,386 450
48 南相馬市 326,489 329,015 0.8 4.2 1,830 65,441 260,984 760
49 広野町 114,002 98,880 △ 13.3 1.3 173 40,474 58,005 228
50 楢葉町 29,402 24,443 △ 16.9 0.3 237 10,680 13,469 56
51 富岡町 21,667 22,455 3.6 0.3 26 13,912 8,466 52
52 川内村 8,270 10,586 28.0 0.1 508 4,586 5,468 24
53 大熊町 98,661 105,988 7.4 1.4 0 101,000 4,743 245
54 双葉町 57,521 58,901 2.4 0.8 0 55,674 3,091 136
55 浪江町 33,819 43,523 28.7 0.6 59 29,947 13,417 101
56 葛尾村 5,020 5,694 13.4 0.1 51 3,499 2,130 13
57 新地町 66,224 63,122 △ 4.7 0.8 999 14,522 47,454 146
58 飯舘村 11,220 16,078 43.3 0.2 162 10,917 4,961 37

1,352,659 1,330,603 △ 1.6 17.0 11,071 427,775 888,683 3,073
59 いわき市 1,352,659 1,330,603 △ 1.6 17.0 11,071 427,775 888,683 3,073

7,907,778 7,828,577 △ 1.0 100.0 114,029 2,606,536 5,089,929 18,083

第３次産業
輸入品に課される

税・関税等

市町村名

実　数（100万円）
対前年度

増加率(％)

 県内総生産
 に対する
 構成比(％)

(参考)産業別実数(100万円)  2年度

第２次産業元年度 2年度 第１次産業

県計・県平均

県北地域

県中地域

県南地域

会津地域

南会津地域

相双地域

いわき地域
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統計表 

 

統計表２ 市町村民所得及び１人当たり市町村民所得 

元年度 2年度 元年度 2年度 元年度 2年度

1,341,158 1,289,646 △ 3.8 474,577 465,894 △ 1.8 2,826 2,768 △ 2.0 97.7
1 福島市 858,177 827,646 △ 3.6 286,742 282,693 △ 1.4 2,993 2,928 △ 2.2 103.4
2 二本松市 140,401 132,356 △ 5.7 55,332 53,557 △ 3.2 2,537 2,471 △ 2.6 87.2
3 伊達市 142,883 139,941 △ 2.1 59,441 58,240 △ 2.0 2,404 2,403 △ 0.0 84.8
4 本宮市 95,491 91,090 △ 4.6 30,546 30,236 △ 1.0 3,126 3,013 △ 3.6 106.3
5 桑折町 30,909 29,037 △ 6.1 11,671 11,459 △ 1.8 2,648 2,534 △ 4.3 89.5
6 国見町 20,429 19,556 △ 4.3 8,881 8,639 △ 2.7 2,300 2,264 △ 1.6 79.9
7 川俣町 30,494 28,534 △ 6.4 13,017 12,170 △ 6.5 2,343 2,345 0.1 82.8
8 大玉村 22,375 21,486 △ 4.0 8,947 8,900 △ 0.5 2,501 2,414 △ 3.5 85.2

1,510,659 1,455,992 △ 3.6 526,545 519,577 △ 1.3 2,869 2,802 △ 2.3 98.9
9 郡山市 1,002,663 969,869 △ 3.3 331,838 327,692 △ 1.2 3,022 2,960 △ 2.0 104.5
10 須賀川市 208,144 201,276 △ 3.3 75,822 74,992 △ 1.1 2,745 2,684 △ 2.2 94.7
11 田村市 89,328 84,662 △ 5.2 35,955 35,169 △ 2.2 2,484 2,407 △ 3.1 85.0
12 鏡石町 34,609 33,738 △ 2.5 12,266 12,318 0.4 2,822 2,739 △ 2.9 96.7
13 天栄村 14,256 13,363 △ 6.3 5,273 5,194 △ 1.5 2,704 2,573 △ 4.8 90.8
14 石川町 36,476 34,598 △ 5.1 14,695 14,644 △ 0.3 2,482 2,363 △ 4.8 83.4
15 玉川村 17,113 16,088 △ 6.0 6,502 6,392 △ 1.7 2,632 2,517 △ 4.4 88.8
16 平田村 14,006 13,470 △ 3.8 5,949 5,826 △ 2.1 2,354 2,312 △ 1.8 81.6
17 浅川町 16,388 15,067 △ 8.1 6,146 6,036 △ 1.8 2,666 2,496 △ 6.4 88.1
18 古殿町 12,130 11,369 △ 6.3 4,802 4,825 0.5 2,526 2,356 △ 6.7 83.2
19 三春町 41,578 39,679 △ 4.6 17,568 17,018 △ 3.1 2,367 2,332 △ 1.5 82.3
20 小野町 23,967 22,813 △ 4.8 9,729 9,471 △ 2.7 2,463 2,409 △ 2.2 85.0

426,010 404,432 △ 5.1 138,927 138,770 △ 0.1 3,066 2,914 △ 5.0 102.9
21 白河市 192,390 184,490 △ 4.1 59,730 59,491 △ 0.4 3,221 3,101 △ 3.7 109.5
22 西郷村 66,046 61,145 △ 7.4 20,571 20,808 1.2 3,211 2,939 △ 8.5 103.7
23 泉崎村 19,082 18,232 △ 4.5 6,245 6,213 △ 0.5 3,056 2,935 △ 4.0 103.6
24 中島村 13,979 13,736 △ 1.7 4,831 4,885 1.1 2,894 2,812 △ 2.8 99.3
25 矢吹町 48,561 46,451 △ 4.3 16,969 17,287 1.9 2,862 2,687 △ 6.1 94.9
26 棚倉町 39,000 36,571 △ 6.2 13,551 13,343 △ 1.5 2,878 2,741 △ 4.8 96.8
27 矢祭町 17,172 15,643 △ 8.9 5,517 5,392 △ 2.3 3,113 2,901 △ 6.8 102.4
28 塙町 22,495 21,158 △ 5.9 8,401 8,302 △ 1.2 2,678 2,549 △ 4.8 90.0
29 鮫川村 7,286 7,005 △ 3.9 3,112 3,049 △ 2.0 2,341 2,298 △ 1.9 81.1

612,273 584,951 △ 4.5 237,857 232,140 △ 2.4 2,574 2,520 △ 2.1 89.0
30 会津若松市 328,484 314,583 △ 4.2 119,820 117,376 △ 2.0 2,741 2,680 △ 2.2 94.6
31 喜多方市 112,030 107,564 △ 4.0 46,592 44,760 △ 3.9 2,404 2,403 △ 0.1 84.8
32 北塩原村 6,382 5,920 △ 7.2 2,571 2,556 △ 0.6 2,482 2,316 △ 6.7 81.8
33 西会津町 12,750 12,203 △ 4.3 5,802 5,770 △ 0.6 2,198 2,115 △ 3.8 74.7
34 磐梯町 10,707 9,760 △ 8.8 3,406 3,322 △ 2.5 3,143 2,938 △ 6.5 103.7
35 猪苗代町 33,447 31,294 △ 6.4 13,801 13,552 △ 1.8 2,424 2,309 △ 4.7 81.5
36 会津坂下町 39,008 37,056 △ 5.0 15,373 15,068 △ 2.0 2,537 2,459 △ 3.1 86.8
37 湯川村 7,883 7,611 △ 3.4 3,038 3,081 1.4 2,595 2,470 △ 4.8 87.2
38 柳津町 6,872 6,558 △ 4.6 3,177 3,081 △ 3.0 2,163 2,128 △ 1.6 75.1
39 三島町 3,518 3,280 △ 6.8 1,497 1,452 △ 3.0 2,350 2,259 △ 3.9 79.7
40 金山町 5,188 4,756 △ 8.3 1,974 1,862 △ 5.7 2,628 2,554 △ 2.8 90.2
41 昭和村 2,012 1,969 △ 2.1 1,218 1,246 2.3 1,652 1,580 △ 4.3 55.8
42 会津美里町 43,993 42,397 △ 3.6 19,588 19,014 △ 2.9 2,246 2,230 △ 0.7 78.7

61,615 59,475 △ 3.5 24,748 24,263 △ 2.0 2,490 2,451 △ 1.5 86.5
43 下郷町 12,703 12,297 △ 3.2 5,259 5,264 0.1 2,415 2,336 △ 3.3 82.5
44 檜枝岐村 1,728 1,644 △ 4.9 559 504 △ 9.8 3,092 3,263 5.5 115.2
45 只見町 10,066 9,434 △ 6.3 4,178 4,044 △ 3.2 2,409 2,333 △ 3.2 82.3
46 南会津町 37,118 36,100 △ 2.7 14,752 14,451 △ 2.0 2,516 2,498 △ 0.7 88.2

495,117 465,259 △ 6.0 101,288 119,577 18.1 4,888 3,891 △ 20.4 137.4
47 相馬市 114,914 103,516 △ 9.9 37,425 34,865 △ 6.8 3,071 2,969 △ 3.3 104.8
48 南相馬市 177,877 170,502 △ 4.1 53,643 59,005 10.0 3,316 2,890 △ 12.9 102.0
49 広野町 27,081 22,618 △ 16.5 3,982 5,412 35.9 6,801 4,179 △ 38.5 147.5
50 楢葉町 18,583 20,329 9.4 - 3,710 － － ※5,479 － ※193.4
51 富岡町 29,665 28,577 △ 3.7 - 2,128 － － ※13,429 － ※474.1
52 川内村 5,802 5,864 1.1 1,872 2,044 9.2 3,099 2,869 △ 7.4 101.3
53 大熊町 32,739 30,685 △ 6.3 - 847 － － ※36,228 － ※1,278.9
54 双葉町 16,389 14,819 △ 9.6 - 0 － － － － －
55 浪江町 33,255 31,915 △ 4.0 - 1,923 － － ※16,596 － ※585.9
56 葛尾村 2,863 2,838 △ 0.9 - 420 － － ※6,756 － ※238.5
57 新地町 25,884 24,130 △ 6.8 8,143 7,905 △ 2.9 3,179 3,052 △ 4.0 107.8
58 飯舘村 10,066 9,467 △ 5.9 - 1,318 － － ※7,183 － ※253.6

962,866 933,129 △ 3.1 340,231 332,931 △ 2.1 2,830 2,803 △ 1.0 98.9
59 いわき市 962,866 933,129 △ 3.1 340,231 332,931 △ 2.1 2,830 2,803 △ 1.0 98.9

5,409,700 5,192,883 △ 4.0 1,844,173 1,833,152 △ 0.6 2,933 2,833 △ 3.4 100.0
5,409,713 5,192,935 △ 4.0 1,851,840 1,833,152 △ 1.0 2,921 2,833 △ 3.0

注：総人口は各年10月1日現在。市町村別の値は県統計課「福島県の推計人口」による。
 　  なお、令和２年の「福島県の推計人口」による人口が0であった双葉町について、1人当たり市町村民所得は「－」表章となる。
　 　県計は、県民経済計算で用いている、総務省統計局「人口推計年報」等による。国勢調査年以外は、市町村計と県計は一致しない。
注：市町村平均比（市町村平均=100）＝各地域(市町村)の１人当たり市町村民所得÷各地域（市町村）平均の１人当たり市町村民所得×100

※１人当たり市町村民所得に※印を付している町村は、「福島県の推計人口」において令和２年から新たに総人口を捕捉した町村です。（「福島県の推計人口」の
令和２年値は令和２年「国勢調査」の確定値と同じ）
１人当たり市町村民所得は「市町村民所得÷総人口」で推計しており、※印を付した町村の１人当たり市町村民所得が他市町村と比較して大きくなっているのは、
総人口による影響が大きいと考えられるため参考値となります。

実　数（100万円） 対前年度
増加率(％)

対前年度
増加率(％)

市町村平均比
（市町村平均=100）

実　数（千円）実　数（人）

注：市町村民所得及び１人当たり市町村民所得は、県及び県が設定、管理する地方社会保障基金の財産所得が推計対象外となったため、市町村計・市町村平均と
　　 県計・県平均（県民経済計算の県民所得及び１人当たり県民所得）は合致しない。

県計・県平均

市町村名

いわき地域

市町村計・市町村平均

県北地域

県中地域

県南地域

会津地域

南会津地域

相双地域

市町村民所得 総人口 １人当たり市町村民所得

対前年度
増加率(％)
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市町村民経済計算Ｑ＆Ａ  

 

●１人当たり市町村民所得 

 

 

 

 

 

 

市町村民所得は、生産活動で生み出された付加価値を、生産活動に参加した経済主体に分配したもの

で、市町村民雇用者報酬（給与・退職金など）、財産所得（利子・賃貸料など）、企業所得（営業利益など） 

からなります。 

１人当たり市町村民所得は、市町村民所得をその年の１０月１日現在の総人口で割ったものです。 

 

市町村民所得の「所得」は、一般的に使われる意味での「所得」とはやや異なります。 

市町村民雇用者報酬には、厚生年金や労災保険などの事業主負担分も含まれています。 

土地や株式の売却益、相続した遺産などは、生産活動で生み出された付加価値ではないため、市町村

民所得には含まれません。 

 

社会保障給付（国民年金ほか）、社会扶助給付（生活保護費ほか）等は、住民や企業など誰かにいったん

分配された付加価値を、社会保険料や租税を通じて政府などが集めたうえで再び分配したものです。年金

給付の財源となる付加価値は市町村民雇用者報酬などの形で市町村民所得に含まれていますが、年金給

付そのものは市町村民所得には含まれていません。 

 

１人当たり市町村民所得は、企業の利益なども含めた市町村民経済全体の所得水準を表しており、個人

の給与や実収入の平均値ではありません。 

また、分子である市町村民所得の増減と分母である人口の増減により変動するので、増減の要因には注

意を要します。 

 

 

●帰属計算 

 

 

 

 

 

帰属計算は、国民経済計算や県民経済計算上の特有な概念で

す。実際には市場で財やサービスの取引が行われていないにもか

かわらず、あたかも行われたようにみなして擬制的取引計算を行う

ことをいいます。市町村民経済計算も県民経済計算に準拠していま

す。 

国民経済計算や県民経済計算における(生産系列)不動産業で

は、実際には家賃の受払を伴わない自己所有住宅(持ち家)につい

ても、通常の借家や借間と同様のサービスが生産され消費されるも

のと仮定して、それを市場家賃で評価(帰属家賃)しているため、一

般的な不動産業の範囲よりも広くなります。 

 

 

 

（市場取引）

家賃

帰属家賃
（同一人物なので実際には

家を貸したとみなす

　取引は行われていない）

家を貸す
Ａ氏 Ｂ氏

Ａ氏 Ａ氏

家賃と帰属家賃  

赤ちゃんからお年寄りまで含めて 

１年間に何百万円も稼いでいるの？ 

個人の所得を表す指標ではないよ。 

市町村内の企業が得た所得も含まれているんだ。 

不動産業の構成比が 

ずいぶん高いよ？ 

持ち家の帰属家賃も含まれているの。 
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市町村民経済計算Ｑ＆Ａ 

調査実施 調査実施 調査実施
（年度） 26 27 28 2926 27 28 29 30 R元 （年度）

　実際の値
5,700 5,700

5,600 5,600

5,500 5,500

30 R元 2

5,900 5,900  乖離幅を
 調整

5,800 5,800

　推計値

（値） （値）

6,000 6,000

他の統計の

増加率などから

求めた推計値 最新の統計を

用いて遡及改定

5,900

5,700

●数値の遡及改定 
 

 

 

 

 

 

 

市町村民経済計算の数値は、国民経済計算の数値や、その他各種既存の統計調査の数値を用い、内

閣府経済社会総合研究所が示す「県民経済計算標準方式推計方法」に基づき算出した県民経済計算の

値を市町村別に按分しているものです。 

県民経済計算では、計算の元となるデータが国勢調査のように何年かに１回の周期で実施される統計調

査の場合は、調査のない年度は推計値を用いています。毎年公表される統計でも、国土交通省「建設投資

見通し」のように改定の大きいものもあります。そのため、新しい調査結果が公表されたときは、新しいデータ

を使って過去に遡って推計値を修正します（遡及改定）。 

また、令和元（２０１９）年度県民経済計算より、国民経済計算に準拠した２０１５年（平成２７年）基準改定を

行っているため、県値を按分している市町村民経済計算の値も改定されており、旧基準値と厳密には接続し

ません。 

このように、市町村民経済計算においては、最新年度分の推計とともに遡及改定も併せて行っているので、

数値の利用にあたっては注意が必要です。最新版の数値をお使いください。 

 

 

 

 

 

●公表の時期 
 

 

 

 

 

市町村民経済計算は、県民経済計算の値が確定した後に、各種の基礎統計を利用して各市町村別に按

分して算出しているため、公表までにお時間をいただいております。 

統計利用者の便宜を図るため、本県においても引き続き公表時期の早期化に努めていきます。 

計算の元となる統計の遡及改定のイメージ （図の数値は例） 

令和４年に公表された令和元年度の数値と 

今年公表された令和元年度の数値が違うよ？ 

数値は毎年遡及改定されているよ。 

だから最新版の数値を使ってね。 

３年前の結果が今ごろ出るの？ 

県民経済計算の値を、市町村別に按分し

ているため、時間がかかってしまうの。
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市町村民経済計算Ｑ＆Ａ 

市町村内総生産

①域外からの
要素所得（純）

（控除）補助金 ②固定資本減耗

　減価償却に相当）

（間接税に相当）
（固定資産の

③生産・輸入品に課される税

市町村民所得

●概念の違い 
 

 

 

 

 

 市町村内総生産と市町村民所得は、次の３つの違いから数値が異なりますが、同一概念で比較すると両

者は等しくなります（図参照）。 

 

①「市町村内」と「市町村民」の違い 
「市町村内」は、経済活動の場所に着目する概念（属地主義）で、「市町村民」は居住者を対象とする概

念（属人主義）です。居住者には個人だけでなく、法人企業や政府機関が含まれます。 

市町村内総生産は「市町村内」、市町村民所得は「市町村民」概念です。 

市町村内に居住し市町村外で勤務している個人については、生産活動は市町村内総生産には含まれ

ず、市町村民雇用者報酬は市町村民所得に含まれます。他市町村に本社のある企業が市町村内の事業

所で行っている生産活動は、市町村内総生産に含まれます。市町村外への利子等の財産所得の支払は、

市町村民所得には含まれません。 

 

②「総生産」と「純生産」の違い 
産出額から中間投入を除いた粗付加価値が「総生産」で、総生産から固定資本減耗分を控除した正味

の付加価値が「純生産」です。 

市町村内総生産は「総」、市町村民所得は「純」概念です。 

固定資本減耗とは、機械や設備などの通常の使用による摩耗分（会計学上は固定資産の減価償却に

相当）に、災害等による資本の偶発的な滅失分を加えたもので、固定資産を代替するための費用として市

町村内総生産の一部を構成しています。 

 

③「市場価格表示」と「要素費用表示」の違い 
価格は、生産に要した生産要素（人件費、原材料のコスト等）を内訳としています。しかし、実際に市場

で売買取引が行われる場合には、生産・輸入品に課される税（消費税等の間接税）が課されて価格が高く

なったり、政府が生産活動に対して政策的な意図から補助金を交付した場合（例：バス運行対策費補助

金等）には逆に低い価格で取引されたりします。 

そのため、市町村民経済計算では、生産に必要とされる生産要素に対して支払われる価格を要素費用

表示価格と呼び、要素費用表示価格に生産・輸入品に課される税を加え補助金を控除した価格を市場

表示価格と呼んで２つの価格で表章しています。 

通常、市町村内総生産は「市場価格表示」、市町村民所得は「要素費用表示」で表章します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 市町村内総生産と市町村民所得 

  （ 市町村民所得＝市町村内総生産＋①－②－③ ） 

市町村内総生産と市町村民所得の数値が違うよ？ 

市町村民所得は市町村内総生産から 

減価償却費などを除いているんだよ。 
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